
　泊発電所事故等による、放射性物質が環境中

に放出された場合の防護対策の判断を行うため

の簡易型電子線量計（緊急時用）が、今年度町

内４箇所（幌武意町・野塚町・野塚町丸山・余

別町）に増設されました。これにより、町内に

７基のモニタリングポストが整備され、町内全

域で緊急時の迅速な測定が可能となりました。

　緊急時用モニタリングポストの測定データ

は、７基の各表示窓で確認することができます

が、通常時用モニタリングポスト（町内２箇所）

とは機能が異なるため、通常時の表示窓の測定

データは、参考値としてご覧ください。

町内全域の放射線測定が可能に！

原
子
力
総
合
防
災
訓
練

複
合
災
害
を
想
定
し
！

　

地
震
に
よ
る
津
波
の
発
生
や
北
海
道
電
力
泊
発
電
所
の
事
故
に
よ
る

複
合
災
害
を
想
定
し
た
国
の
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
が
、
11
月
13
日
、

14
日
の
２
日
間
、
積
丹
町
を
含
む
泊
発
電
所
か
ら
30
㎞
圏
内
に
あ
る
後

志
管
内
13
町
村
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
訓
練
想
定

　

今
回
、
国
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

し
た
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
は
、
日

本
海
南
西
沖
を
震
源
と
し
た
震
度
６

強
の
地
震
が
発
生
し
、
日
本
海
沿
岸

南
部
に
大
津
波
警
報
、
日
本
海
沿
岸

北
部
に
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
、
そ

の
影
響
に
よ
り
、
泊
発
電
所
で
原
子

炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
、
放
射
性

物
質
が
放
出
さ
れ
た
と
の
訓
練
想
定

で
し
た
。

　

町
民
約
１
０
０
名
が
参
加

　

13
日
の
訓
練
は
、
大
津
波
警
報
が

発
表
さ
れ
た
と
す
る
想
定
に
よ
り
、

入
舸
・
日
司
・
野
塚
・
来
岸
・
余
別
・

神
岬
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
や
屋
外
拡
声
器
、

携
帯
電
話
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
か
ら

の
避
難
指
示
に
よ
り
、
自
分
で
想
定

し
た
避
難
場
所
へ
の
経
路
な
ど
を
確

認
し
な
が
ら
避
難
を
行
い
ま
し
た
。

凪な
ぎ

の
た
め
出
漁
し
て
い
る
町
民
が
多

い
中
、約
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

14
日
は
美
国
地
区
で
、
一
時
移
転

が
必
要
な
空
間
放
射
線
量
率
が
測
定

さ
れ
た
と
の
想
定
に
よ
り
、
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
へ
の
避
難
、
安
定
ヨ
ウ

素
剤
を
服
用
す
る
た
め
の
問
診
な
ど

を
受
け
、
バ
ス
に
よ
る
一
時
移
転

と
、
そ
の
途
中
に
行
わ
れ
る
放
射
性

物
質
が
体
な
ど
に
付
着
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
調
査
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
の
訓
練
に
約
３
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

で
し
た
。

▲スクリーニング訓練（余市町）

　

ゆ
う
る
り 

な
ど
と
の　

　

連
絡
訓
練
も

　

そ
の
他
の
訓
練
で
は
、
エ
イ
ジ
ン

グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
す
ら
ぎ
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ゆ
う
る
り
」、

各
小
中
学
校
と
町
と
の
通
信
連
絡
訓

練
、
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
で
の
観
光

客
へ
の
避
難
要
請
訓
練
、
一
時
滞
在

場
所
と
な
る
札
幌
市
西
区
体
育
館
へ

の
職
員
派
遣
訓
練
な
ど
を
行
い
、
災

害
発
生
時
の
対
応
手
順
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
場
内
で
の
災
害
対
策
本

部
運
営
訓
練
で
は
、
13
町
村
と
国
や

北
海
道
等
が
テ
レ
ビ
会
議
で
結
ば

緊急時モニタリングポストを増設

”

“

れ
、
首
相
官
邸
の
安
倍
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
「
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
」

が
伝
達
さ
れ
、
関
係
町
村
の
避
難
状

況
な
ど
の
報
告
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

災
害
へ
の
備
え
は
、
個
人
・

　

家
庭
か
ら

自
然
災
害
や
原
子
力
災
害
な
ど
の
非

常
事
態
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

ど
こ
に
・
ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
の

か
、「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

た
め
の
確
認
を
、
日
頃
か
ら
個
人
・

家
庭
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲首相官邸とのテレビ会議
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　積丹町体育協会（川井順應会長・５団体）が主催す

る「スポーツ賞」の表彰式が10月20日、Ｂ＆Ｇ海洋セン

ターで行われ、各地で行われたスポーツ大会で優秀な

成績を収めた７名に、川井順應会長から表彰状と記念

品が贈られました。

　今後も練習に励み、優秀な成績を期待しています。

■個人の部（陸上）

・第 30 回堤杯小学生リレーカーニバル大会

佐藤　達史

■団体の部（陸上）

・後志中学校駅伝競走大会（平成 27 年 9 月 11 日・黒松内町）

美国中学校駅伝チーム

入間川　陸翔　　杉野　弘幸　　長谷川　颯

 長谷川　順信　　長島　晃介　　越前　元喜くん くん

くん

くんくんくん

　

第
46
回
積
丹
町
文
化
祭
（
主
管
・
文
化
祭
実
行
委
員

会
・
河
岸
悟
郎
委
員
長
・
13
団
体
）
が
、
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
行
わ
れ
た
『
展
示
の
部
』

に
は
、
保
育
所
園
児
や
小
中
学
生
、
一
般
町
民
の
方
々

ま
で
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
出
品
さ
れ
た
書
道

や
絵
画
、
俳
句
、
陶
芸
、
生
け
花
な
ど
計
５
８
９
点
の

多
彩
な
作
品
が
展
示
さ
れ
、
期
間
中
４
０
７
人
の
方
が

参
観
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、３
日
は
「
銀
杏
の
会
」
に
よ
る
「
お
茶
会
」
が
、

５
日
に
は
、
美
国
婦
人
会
に
よ
る
「
バ
ザ
ー
」
も
行
わ

れ
、
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

12
日
に
は
『
芸
能
発
表
の
部
』
が
行
わ
れ
、
町
内
各

地
区
の
婦
人
会
や
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
に
よ
る
歌
と
舞

踊
、
美
国
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
野
塚
小
児
童
に
よ
る
楽

器
演
奏
、
美
国
小
児
童
に
よ
る
ダ
ン
ス
、
詩
吟
愛
好
会

に
よ
る
詩
吟
の
ほ
か
、
今
年
８
月
に
結
成
し
た
Ｂ
＆
Ｇ

合
唱
ク
ラ
ブ
の
息
の
合
っ
た
コ
ー
ラ
ス
な
ど
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
を
訪
れ
た

２
１
６
名
の
参
観
者
か
ら
は
、演
目
が
終
わ
る
た
び
に
、

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

－第４６回－

積丹町文化祭■展示の部 （11月 3日～ 5日）

■芸能発表の部 （11 月 12 日）

野塚小５年

栄誉をたたえて栄誉をたたえて ～７名に『体協・スポーツ賞』～

５年男子走幅跳　第１位

第１位

（平成 28 年９月 22 日・小樽市）
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